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平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道規則第 号

北海道立衛生学院学則等の一部を改正する規則
（北海道立衛生学院学則の一部改正）
第１条 北海道立衛生学院学則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正す
る。
第８条第１項中「２人」を「１人」に改める。
第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「学生の健康管
理に必要な事項」を「学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規定する保健安全計
画」に改める。
別記第２号様式中
「本人現住所

氏 名
保証人現住所
職 業 を
本人との関係
氏 名

年 月 日生 」
「本人現住所

氏 名 」
に改める。

（北海道立網走高等看護学院学則の一部改正）
第２条 北海道立網走高等看護学院学則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のよう
に改正する。
第８条中「書類」の次に「、写真（出願前３月以内に脱帽して正面から上半身を撮影し
た名刺型のものに限る。）」を加え、同条各号を次のように改める。

准看護師免許証の写し
准看護師免許を得た後３年以上業務に従事していることを証する書類又は高等学校
若しくは中等教育学校（以下この号において「高等学校等」という。）の卒業証明書
若しくは高等学校等を卒業する見込みであることを証する書類、通常の課程による
年の学校教育（通常の課程以外の課程によりこれに相当するものを含む。）を修了し
たこと若しくは修了する見込みであることを証する書類、高等学校卒業程度認定試験
規則（平成 年文部科学省令第１号）第 条第１項の合格証明書若しくは同条第５項
の特別合格証明書その他の学校教育法第 条第１項の規定に該当する者であることを
証する書類
保健師助産師看護師法第 条第１号に規定する学校又は同条第２号に規定する養成

所の成績証明書
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第９条第１項中「２人」を「１人」に改め、「戸籍の抄本又は謄本及び」を削る。
第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「健康管理に必
要な事項」を「前項に定めるもののほか、学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規
定する保健安全計画」に改める。
別記第２号様式中
「本人現住所
（ふりがな）
氏 名

保証人現住所
職 業

を

本人との関係
（ふりがな）
氏 名

年 月 日生」
「本人現住所
（ふりがな）
氏 名 」

に改める。

（北海道立旭川高等看護学院学則の一部改正）
第３条 北海道立旭川高等看護学院学則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のよう
に改正する。
第８条中「書類」を「各号に掲げる学科の区分に応じ当該各号に定める書類、写真（出
願前３月以内に脱帽して正面から上半身を撮影した名刺型のものに限る。）」に改め、同
条各号を次のように改める。

地域看護学科及び助産学科 次のア、イ又はエのいずれかに掲げる書類（免許を得
た後３年以上看護業務に従事している准看護師又は高等学校若しくは中等教育学校
（以下この条において「高等学校等」という。）を卒業している准看護師にあっては、
次のアからエまでのいずれかに掲げる書類）
ア 保健師助産師看護師法第 条第１号に規定する学校（以下この号において「看護
師学校」という。）において３年以上看護師になるのに必要な学科を修めたこと又
は修める見込みであることを証する書類及び当該看護師学校の成績証明書
イ 保健師助産師看護師法第 条第２号に規定する養成所（以下この号において「看
護師養成所」という。）の卒業証明書又は看護師養成所を卒業する見込みであるこ
とを証する書類及び当該看護師養成所の成績証明書
ウ 看護師学校又は看護師養成所において２年以上修業したこと又は修業する見込み
であることを証する書類及び当該看護師学校又は看護師養成所の成績証明書

エ 保健師助産師看護師法第 条第４号の規定による厚生労働大臣の認定を受けたこ
とを証する書類
看護学科 高等学校等の卒業証明書又は高等学校等を卒業する見込みであることを
証する書類及び当該高等学校等の成績証明書、通常の課程による 年の学校教育（通
常の課程以外の課程によりこれに相当するものを含む。）を修了したこと又は修了す
る見込みであることを証する書類及び当該学校教育に係る成績証明書、高等学校卒業
程度認定試験規則（平成 年文部科学省令第１号）第 条第１項の合格証明書及び同
条第２項の合格成績証明書又は同条第５項の特別合格証明書及び同条第６項の特別合
格成績証明書その他の学校教育法第 条第１項の規定に該当する者であることを証す
る書類
第 条第１項中「２人」を「１人」に改め、「戸籍の抄本又は謄本及び」を削る。
第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「健康管理に必
要な事項」を「前項に定めるもののほか、学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規
定する保健安全計画」に改める。
別表（その３）中

に改める。
別記第２号様式中
「本人現住所
（ふりがな）
氏 名

保証人現住所
職 業
本人との関係
（ふりがな）
氏 名

年 月 日生」

を

「本人現住所
（ふりがな）
氏 名 」

に改める。

（北海道立釧路高等看護学院学則の一部改正）
第４条 北海道立釧路高等看護学院学則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のよう
に改正する。

「

」
を
「

」

基礎看護学実習
基礎看護学実習

基礎看護学実習
基礎看護学実習
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第 条第１項中「２人」を「１人」に改め、「戸籍の抄本又は謄本及び」を削る。
第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「健康管理に必
要な事項」を「前項に定めるもののほか、学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規
定する保健安全計画」に改める。
別記第２号様式中
「本人現住所
（ふりがな）
氏 名

保証人現住所
職 業

本人との関係
（ふりがな）
氏 名

年 月 日生」

を

「本人現住所
（ふりがな）
氏 名 」

に改める。

（北海道立紋別高等看護学院学則の一部改正）
第５条 北海道立紋別高等看護学院学則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のよう
に改正する。
第８条中「書類」の次に「、写真（出願前３月以内に脱帽して正面から上半身を撮影し
た名刺型のものに限る。）」を加え、同条各号を次のように改める。

高等学校若しくは中等教育学校（以下この号において「高等学校等」という。）の
卒業証明書又は高等学校等を卒業する見込みであることを証する書類及び当該高等学
校等の成績証明書
通常の課程による 年の学校教育（通常の課程以外の課程によりこれに相当するも

のを含む。）を修了したこと又は修了する見込みであることを証する書類及び当該学
校教育に係る成績証明書
高等学校卒業程度認定試験規則（平成 年文部科学省令第１号）第 条第１項の合

格証明書及び同条第２項の合格成績証明書又は同条第５項の特別合格証明書及び同条
第６項の特別合格成績証明書
その他学校教育法第 条第１項の規定に該当する者であることを証する書類

第 条第１項中「２人」を「１人」に改め、「戸籍の抄本又は謄本及び」を削る。
第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「健康管理に必
要な事項」を「前項に定めるもののほか、学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規

定する保健安全計画」に改める。
別記第２号様式中
「本人現住所
（ふりがな）
氏 名

保証人現住所
職 業
本人との関係
（ふりがな）
氏 名

年 月 日生」

を

「本人現住所
（ふりがな） に改める。
氏 名 」

（北海道立江差高等看護学院学則の一部改正）

第６条 北海道立江差高等看護学院学則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように

改正する。

第９条中「書類」の次に「、写真（出願前３月以内に脱帽して正面から上半身を撮影し

た名刺型のものに限る。）」を加え、同条各号を次のように改める。

高等学校若しくは中等教育学校（以下この号において「高等学校等」という。）の

卒業証明書又は高等学校等を卒業する見込みであることを証する書類及び当該高等学

校等の成績証明書

通常の課程による 年の学校教育（通常の課程以外の課程によりこれに相当するも

のを含む。）を修了したこと又は修了する見込みであることを証する書類及び当該学

校教育に係る成績証明書

高等学校卒業程度認定試験規則（平成 年文部科学省令第１号）第 条第１項の合

格証明書及び同条第２項の合格成績証明書又は同条第５項の特別合格証明書及び同条

第６項の特別合格成績証明書

その他学校教育法第 条第１項の規定に該当する者であることを証する書類

第 条第１項中「２人」を「１人」に改め、「戸籍の抄本又は謄本及び」を削る。

第 条の見出しを「（保健管理及び安全管理）」に改め、同条第２項中「健康管理に必

要な事項」を「前項に定めるもののほか、学校保健法（昭和 年法律第 号）第２条に規

定する保健安全計画」に改める。

別記第２号様式中



北 海 道 公 報 第 号平成 年３月 日（火曜日）

「本 人 現 住 所

（ふりがな）
氏 名

保証人 現 住 所

職 業

本人との関係

（ふりがな）
氏 名

年 月 日生」

を

「本 人 現 住 所

（ふりがな）
氏 名 」

に改める。

附 則

１ この規則は、平成 年４月１日から施行する。
２ 平成 年３月 日において現に北海道立旭川高等看護学院看護学科に在学している者の
教育課程については、第３条の規定による改正後の北海道立旭川高等看護学院学則別表そ
の３の規定にかかわらず、なお従前の例による。

３ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の規則の規定に基づいて作成されている
用紙がある場合においては、この規則による改正後の規則の規定にかかわらず、当分の間、
必要な調整をして使用することを妨げない。

医療法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

医療法施行細則の一部を改正する規則
医療法施行細則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第４条の３中「第３条の２」を「第３条の３」に改める。
第 条中「法」を「良質な医療を提供する体制の確立を図るための医療法等の一部を改正
する法律（平成 年法律第 号）附則第 条第２項の規定によりなおその効力を有すること
とされる同法第２条の規定による改正前の法」に改める。
第 条中「第５条の７」を「第５条の 」に改める。
第 条の２中「第５条の８」を「第５条の 」に改め、同条の次に次の１条を加える。

（病床の転換予定の届出）
第 条の３ 省令附則第 条及び第 条第１項の規定による病床の転換予定の届出は、別記
第 号様式の病床転換予定届によってしなければならない。
第 条第 号中「第３条の２」を「第３条の３」に改める。
別記第１号様式中「臨床研修修了医師又は歯科医師」を「臨床研修等修了医師又は臨床研
修等修了歯科医師」に、
「

」
を
「

」

臨床研修を修了した旨の登録
（歯科医籍登録） 臨床研修を修了した旨の登録

に改め、同様式備考２の事項中「歯科医師免許証」を「歯科医師法第 条の４第２項の臨床
研修修了登録証」に改め、同事項ただし書中「写しを」の次に「、医療法等の一部を改正す
る法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみなされた
者であるときは歯科医師免許証の写しを」を加え、同備考３の事項中「医籍登録」の次に
「又は歯科医籍登録」を加える。
別記第３号様式の３中「第３条の２」を「第３条の３」に改める。
別記第４号様式備考 の事項中「臨床研修修了医師（歯科医師」を「臨床研修等修了医師
（臨床研修等修了歯科医師」に改め、同備考 の事項中「歯科医師免許証」を「歯科医師
法第 条の４第２項の臨床研修修了登録証」に改め、同事項ただし書中「写しを」の次に
「、医療法等の一部を改正する法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の
登録を受けた者とみなされた者であるときは歯科医師免許証の写しを」を加え、同備考 の
事項中「臨床研修修了医師又は歯科医師」を「臨床研修等修了医師又は臨床研修等修了歯科
医師」に改める。
別記第５号様式中

に改め、同様式備考１の事項中「歯科医師免許証」を「歯科医師法第 条の４第２項の臨床
研修修了登録証」に改め、同事項ただし書中「写しを」の次に「、医療法等の一部を改正す
る法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみなされた
者であるときは歯科医師免許証の写しを」を加え、同備考２の事項中「医籍登録」の次に
「又は歯科医籍登録」を加える。
別記第６号様式中

「

」
を
「

」

臨床研修を修了した旨の登録
（歯科医籍登録、助産師籍登録）

臨床研修を修了した旨の登録
（助産師籍登録）

に改め、同様式備考２の事項中「臨床研修修了医師又は歯科医師」を「臨床研修等修了医師

「

」
を
「

」

臨床研修を修了した旨の登録
（歯科医籍登録、助産師籍登録） 臨床研修を修了した旨の登録
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又は臨床研修等修了歯科医師」に、「歯科医師免許証」を「歯科医師法第 条の４第２項の
臨床研修修了登録証」に改め、同事項ただし書中「写しを」の次に「、医療法等の一部を改
正する法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみなさ
れた者であるときは歯科医師免許証の写しを」を加え、同備考３の事項中「医籍登録」の次
に「又は歯科医籍登録」を加える。
別記第 号様式中

に改め、同様式備考１の事項中「歯科医師免許証」を「歯科医師法第 条の４第２項の臨床
研修修了登録証」に改め、同事項ただし書中「写しを」の次に「、医療法等の一部を改正す
る法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみなされた
者であるときは歯科医師免許証の写しを」を加え、同備考２の事項中「医籍登録」の次に
「又は歯科医籍登録」を加える。
別記第 号様式別紙その３注意事項５の事項中「診療用放射性同位元素使用室」の次に
「、陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室」を加える。
別記第 号様式添付書類 の事項及び別記第 号様式添付書類４ の事項中「医師免許

証）又は歯科医師免許証」を「、医師免許証）又は歯科医師法第 条の４第２項の臨床研修
修了登録証（当該者が医療法等の一部を改正する法律附則第 条の規定により歯科医師法第
条の４第１項の登録を受けた者とみなされた者であるときは、歯科医師免許証）」に改め

る。
別記第 号様式中「、医療法」を「、良質な医療を提供する体制の確立を図るための医療

法等の一部を改正する法律（平成 年法律第 号）附則第 条第２項の規定によりなおその
効力を有することとされる同法第２条の規定による改正前の医療法」に改める。
別記第 号様式添付書類８ の事項中「医師免許証）又は歯科医師免許証」を「、医師免
許証）又は歯科医師法第 条の４第２項の臨床研修修了登録証（当該者が医療法等の一部を
改正する法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみな
された者であるときは、歯科医師免許証）」に改める。
別記第 号様式中「第５条の７」を「第５条の 」に改める。
別記第 号様式中「第５条の８」を「第５条の 」に改め、同様式添付書類６の事項中

「理事長又は管理者たる理事」を「管理者である理事長又は理事」に、「当該理事長又は理
事の医師免許証（当該理事が臨床研修修了医師であるときは医師法第 条の４第２項の臨床
研修修了登録証）又は歯科医師免許証」を「当該理事長又は理事の医師法第 条の４第２項
の臨床研修修了登録証（当該者が医療法等の一部を改正する法律（平成 年法律第 号）
附則第８条の規定により医師法第 条の４第１項の登録を受けた者とみなされた者であると

「

」
を
「

」

臨床研修を修了した旨の登録
（歯科医籍登録、助産師籍登録）

臨床研修を修了した旨の登録
（助産師籍登録）

きは、医師免許証）又は歯科医師法第 条の４第２項の臨床研修修了登録証（当該者が医療
法等の一部を改正する法律附則第 条の規定により歯科医師法第 条の４第１項の登録を受
けた者とみなされた者であるときは、歯科医師免許証）」に改め、同様式添付書類７の事項
中「印鑑登録証明書」の次に「及び当該理事長（管理者である理事長を除く。）の医師免許
証又は歯科医師免許証の写し」を加え、同様式の次に次の１様式を加える。
別記第 号様式（第 条の３関係）

病 床 転 換 予 定 届
年 月 日

北海道知事 様

開設者

住所〔法人であるときは、主たる
事務所の所在地 〕

氏名〔法人であるときは、名称及
び代表者の氏名 〕

医療法施行規則附則第 条（第 条第１項）の規定により、次のとおり病床の転換を行
いたいので届け出ます。

記
１ 病院の名称
２ 病院の所在地
３ 転換予定年月日 年 月 日
４ 転換により設置を予定する施設の種類
（介護老人保健施設・軽費老人ホーム・その他（ ））
５ 病床数

病床種別ごとの病床数

病床種別 一般病床 療養病床 精神病床 感染症病床 結核病床 合 計

許可病床

床 床 床 床 床 床

うち転換
の対 と
する病床

床 床 床

各病室の病床数
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附 則

１ この規則は、平成 年４月１日から施行する。
２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の医療法施行細則の規定に基づいて作成
されている用紙がある場合においては、この規則による改正後の医療法施行細則の規定に
かかわらず、当分の間、必要な調整をして使用することを妨げない。

北海道病院事業の財務に関する特例を定める規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道病院事業の財務に関する特例を定める規則の一部を改正する規則
北海道病院事業の財務に関する特例を定める規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を

次のように改正する。
第 条中第３項を第４項とし、同条第２項中「すみやかに前項」を「速やかに第１項」に
改め、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。
２ 企業出納員は、前項の規定にかかわらず、払い込むべき収納金のうちから、釣銭に用い
るため、 万円を超えない範囲内において部局長が定める金額を限度として現金を保管す
ることができる。
第 条中「預り金」の次に「（医療費預り金を除く。）」を加え、同条の次に次の１条を
加える。
（医療費預り金）

第 条の２ 企業出納員は、月曜日から金曜日まで（休日（国民の祝日に関する法律（昭和
年法律第 号）に規定する休日並びに１月２日、同月３日及び 月 日から同月 日

までをいう。）を除く。）のそれぞれ午前８時 分から午後５時 分まで以外の時間にお

ける患者の診療又は退院により、当該患者の納付額を確定することができないときは、部
局長が別に定める方法によって算定する額を医療費預り金として当該患者から預かること
ができる。
２ 医療費預り金は、預かった日の翌日から起算して 日間（前項に規定する月曜日から金
曜日までの日以外の日は、期間の計算には算入しない。）に限り現金で保管することがで
きる。
３ 前項の規定により保管を開始した日から 日を経過した医療費預り金は、当該保管を開
始した日から 日を経過した日又はその翌日に出納金融機関に払い込まなければならない。
４ 企業出納員は、当該患者の納付額が確定したときは、医療費預り金の全部又は一部を収
納金に充当することができる。
５ 医療費預り金に係る取扱いについては、前各項に定めるもののほか、知事の定めるとこ
ろによる。
別表第２負債の事項中

棟（階）別 病床種別 病室の名称 病床定員 転換病床

床 床

備考
１ 転換の対 となる精神病床は、介護保険法施行令第４条第２項に規定する病床に
限る。
２ 転換の対 とする病床を含む病棟について記載することとし、当該病棟のすべて
の病室について記載すること。

「

」
を預 り 金 給与費に係る源泉徴収税及び社会保険

料

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道児童福祉施設費用徴収規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道児童福祉施設費用徴収規則の一部を改正する規則
北海道児童福祉施設費用徴収規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正

する。
第７条ただし書中「、当該月」を「当該月」に改め、「末日」の次に「、被措置者の属す
る世帯の扶養義務者が法第 条の２第１項の障害児施設給付費を支給されている場合は当該
月の翌々月の末日までにおいて支庁長が定める日」を加える。
別表第２末尾欄外注１の事項中「第５条第２項」を「第５条第３項」に改め、同注２の事
項中「から第３項までの規定及び」を「及び第２項並びに第 条の２の規定並びに」に改め、

「

」

に改める。預 り 金
預 り 諸 税

医療費預り金

給与費に係る源泉徴収税及び社会保険
料
医療費に係る預り金
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同注中９の事項を の事項とし、８の事項を９の事項とし、７の事項を８の事項とし、同注
６ の事項中「者）」の次に「、法第 条の２第１項に規定する指定施設支援を受ける児童、
障害者自立支援法（平成 年法律第 号）第６条の自立支援給付を受ける者（同法第５条
第５項に規定する療養介護、同条第６項に規定する生活介護、同条第 項に規定する自立訓
練、同条第 項に規定する就労移行支援及び同条第 項に規定する就労継続支援を受ける者

に限る。）又は同法附則第 条第１項に規定する特定旧法受給者」を加え、同事項イ中「療
育手帳制度要綱（昭和 年９月 日付け厚生省発児第 号）に規定する療育手帳」を「療
育手帳（知的障害児（者）の福祉の充実を図るため、児童相談所又は知的障害者更生相談所
において知的障害と判定された者に対して支給される手帳で、その者の障害の程度その他の
事項の記載があるものをいう。）」に改め、同事項に次のように加える。

オ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 年法律第 号）第 条第１項の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者
別表第２末尾欄外注中６の事項を７の事項とし、５の事項の次に次の１事項を加える。

６ ５の規定にかかわらず、被措置者の属する世帯の扶養義務者が法第 条の２第１項の障害児施設給付費を支給されている場合においては、次に掲げる区分に応じ、 又は に定
める額を徴収金の額とする。

当該障害児施設給付費の支給対 児童等が措置により入所しているものとしたならば徴収されるべき金額（以下「徴収金上限額」という。）が当該扶養義務者の負担する利用
者負担額（法第 条の２第１項に規定する指定施設支援に要した費用、法第 条の７第１項に規定する食事の提供に要した費用及び居住に要した費用並びに法第 条の 第１項
に規定する障害児施設医療に要した費用について当該扶養義務者が実際に負担した費用をいう。以下同じ。）を超える場合 その徴収金上限額と障害児施設の利用者負担額との
差額
当該世帯の徴収金上限額が障害児施設の利用者負担額以下である場合 ０円

附 則

１ この規則は、公布の日から施行する。
２ この規則による改正後の北海道児童福祉施設費用徴収規則別表第２の規定は、平成 年
月以後の分の徴収金について適用し、同年９月以前の分の徴収金については、なお従前
の例による。

北海道漁業近代化資金利子補給規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道漁業近代化資金利子補給規則の一部を改正する規則
北海道漁業近代化資金利子補給規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改

正する。
第２条第２項の表中「年 パーセント」を「年 パーセント」に改める。

附 則

１ この規則は、公布の日から施行する。
２ この規則による改正後の北海道漁業近代化資金利子補給規則の規定は、平成 年２月
日以後に知事が利子補給を承認した漁業近代化資金について適用し、同日前に知事が利子
補給を承認した漁業近代化資金については、なお従前の例による。

結核予防法施行細則を廃止する規則をここに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

結核予防法施行細則を廃止する規則
結核予防法施行細則（昭和 年北海道規則第 号）は、廃止する。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

告 示

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道営土地改良（名駒地
区中山間地域総合農地防災（農業用用排水、暗きょ））事業の土地改良事業計画を定めた。
その関係書類は、北海道後志支庁に備え置いて、平成 年３月 日から 日間、一般の縦

覧に供する。
なお、この計画については、同条第６項の規定に基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起
算して 日以内に北海道知事に異議申立てをすることができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海
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道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の３第１項の規定により、次の地区について
道営土地改良事業の土地改良事業変更計画を定めた。
その関係書類は、平成 年３月 日から 日間、一般の縦覧に供する。
なお、この変更計画については、同条第６項において準用する同法第 条第６項の規定に

基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起算して 日以内に北海道知事に異議申立てをするこ
とができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海

道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
地 区 名 事 業 の 種 類 縦 覧 場 所
花 月 第 １ 経営体育成基盤整備（区画整理、農業用用排水、暗きょ） 北海道空知支庁
伊 藤 沼 同 同
女満別豊住 同 （農業用用排水、暗きょ、客土） 北海道網走支庁
第 ２ 福 梅 畑地帯総合整備［担い手育成型］（農道、区画整理、暗きょ、土層改良） 同
札 久 留 同 （農業用用排水、暗きょ、土層改良） 同

北海道告示第 号

平成 年北海道告示第 号（漁港区域内の放置禁止区域等の指定）の一部を次のように
改正し、平成 年４月１日から施行する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
音標漁港（枝幸町）の項を次のように改める。

西上泊漁港（礼文町）の項を次のように改める。

音標漁港
（枝幸町）

西防波堤、北防波堤、西防波堤北端西側角と北防波
堤西端北側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた別
図に示す水域

漁船以外の船舟

第１船揚場、第２船揚場、第１漁船保管施設用地及 漁船以外の船舟

び第２漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸域

西上泊漁港
（礼文町）

南防波堤、北防波堤、南防波堤西端北側角、北防波
堤南端西側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた別
図に示す水域

漁船以外の船舟

船揚場及び漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸
域

漁船以外の船舟

稲穂（勘太浜地区）漁港（奥尻町）の項を次のように改める。

大岸漁港（豊浦町）の項を次のように改める。

伊達漁港（伊達市）の項を次のように改める。

冬島漁港（様似町）の項を次のように改める。

稲穂（勘太浜
地区）漁港
（奥尻町）

東防波堤突堤、東防波堤、南防波堤、北防波堤、東
防波堤突堤西端南側角と北防波堤東端北側角を結ぶ直
線及び陸岸によって囲まれた別図に示す水域

漁船以外の船舟

船揚場及び漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸
域

漁船以外の船舟

大岸漁港
（豊浦町）

東防波堤、南防波堤、南防波堤突堤、西防波堤、南
防波堤突堤西端北側角と西防波堤南端西側角を結ぶ直
線及び陸岸によって囲まれた別図に示す水域

漁船以外の船舟

船揚場、漁船保管施設用地及び漁船保管修理施設用
地のうち、別図に示す陸域

漁船以外の船舟

伊達漁港
（伊達市）

（漁港施設）
東防波堤、南防波堤、東防波堤南端東側角と南防波
堤東端北側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた水
域のうち、漁港利用調整施設を除いた別図に示す水域

漁船以外の船舟

（利用調整施設）
東防波堤、南防波堤、東防波堤南端東側角と南防波
堤東端北側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた水
域のうち、別図に示す漁港利用調整施設内の水域

船舟

船揚場及び漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸
域

漁船以外の船舟
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幌茂尻（幌茂尻地区）漁港（根室市）の項を次のように改める。

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する予定である。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除予定保安林の所在場所 磯谷郡蘭越町字湯里 の１（次の図に示す部分に限

る。）
２ 保安林として指定された目的 公衆の保健
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道後志支庁産業振興部林務課及び蘭越町役場に

備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

農林水産大臣から、次のように保安林の指定を解除する予定である旨、森林法（昭和 年
法律第 号）第 条の規定による通知があった。

平成 年３月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

１ 解除予定保安林の所在場所 磯谷郡蘭越町字湯里 の１・ の （以上２筆につ
いて次の図に示す部分に限る。）

２ 保安林として指定された目的 水源のかん養

冬島漁港
（様似町）

東防波堤 、東防波堤 、第２南防波堤、突堤、南
防波堤、東防波堤 西端南側角と東防波堤 北端西側
角を結ぶ直線、第２南防波堤西端北側角と突堤南端西
側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた別図に示す
水域

漁船以外の船舟

船揚場及び漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸
域

漁船以外の船舟

幌茂尻（幌茂
尻地区）漁港
（根室市）

西防波堤、北防波堤、西防波堤北端西側角と北防波
堤西端南側角を結ぶ直線及び陸岸によって囲まれた別
図に示す水域

漁船以外の船舟

船揚場及び漁船保管施設用地のうち、別図に示す陸
域

漁船以外の船舟

３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道水産林務部林務局治山課及び蘭越町役場に備
え置いて、縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２の規定により、次のように保安林の指定施業
要件を変更する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件の変更に係る保 稚内市（次の図に示す部分に限る。）
安林の所在場所

２ 保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備
３ 変 更 後 の 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法
ア 主伐は、択伐による。
イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町
村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。
立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道宗谷支庁産
業振興部林務課及び稚内市役所に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

農林水産大臣から、次のように保安林の指定施業要件を変更する予定である旨、森林法
（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条の規定による通知があっ
た。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件変更予定保安林 上川郡美瑛町（国有林。次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 風害の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐に係る伐採種は、定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
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町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
２ 指定施業要件変更予定保安林 苫前郡初山別村（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 水源のかん養
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐に係る伐採種は、定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
３ 指定施業要件変更予定保安林 苫前郡初山別村（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

次の森林については、主伐は、択伐による。
初山別村（次の図に示す部分に限る。）
その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道水産林務部

林務局治山課及び関係町村役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３及び第 条第６項において準用する同法第
条第３項の規定による保安林の指定施業要件の変更の通知に係る次の者の所在が不分明なの
で、同法第 条の規定により、その通知の内容を稚内市役所の掲示場に掲示した。その要
旨は、平成 年北海道告示第 号のとおりである。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

所在が不分明な者
稚内市宗谷岬 、 所在の森林について所有権を有する 齋藤 實
稚内市宗谷岬 所在の森林について所有権を有する

田村 功、田澤 榮、中田貴美子

北海道告示第 号

都市計画法（昭和 年法律第 号）第５条第６項において準用する同条第１項の規定に
より、次のとおり都市計画区域を変更する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 都市計画区域の名称 札幌圏都市計画区域
２ 新たに都市計画区域に含まれる土地の区域
札幌市南区定山渓 番地の一部、 番地、 番地、 番地

３ 都市計画区域に含まれる土地の区域
札幌市
ア 中央区大通西１丁目から西 丁目まで、大通東１丁目から東 丁目まで、北１条西
１丁目から西 丁目まで、北１条東１丁目から東 丁目まで、北２条西１丁目から西
丁目まで、北２条東１丁目から東 丁目まで、北３条西１丁目から西 丁目まで、

北３条東１丁目から東 丁目まで、北４条西１丁目から西 丁目まで、北４条東１丁
目から東８丁目まで、北５条西１丁目から西 丁目まで、北５条東１丁目から東３丁
目まで、北６条西 丁目から西 丁目まで、北７条西 丁目から西 丁目まで、北８
条西 丁目から西 丁目まで、北９条西 丁目から西 丁目まで、北 条西 丁目か
ら西 丁目まで、北 条西 丁目から西 丁目まで、北 条西 丁目から西 丁目ま
で、北 条西 丁目、北 条西 丁目から西 丁目まで、北 条西 丁目、北 条西
丁目から西 丁目まで、北 条西 丁目、北 条西 丁目、北 条西 丁目、北
条西 丁目、北 条西 丁目、北 条西 丁目、北 条西 丁目、北 条西 丁目、
北 条西 丁目、北 条西 丁目、北 条西 丁目、南１条西１丁目から西 丁目ま
で、南１条東１丁目から東８丁目まで、南２条西１丁目から西 丁目まで、南２条東
１丁目から東６丁目まで、南３条西１丁目から西 丁目まで、南３条西 丁目から西
丁目まで、南３条東１丁目から東６丁目まで、南４条西１丁目から西 丁目まで、

南４条西 丁目から西 丁目まで、南４条東１丁目から東５丁目まで、南５条西１丁
目から西 丁目まで、南５条西 丁目から西 丁目まで、南５条東１丁目から東５丁
目まで、南６条西１丁目から西 丁目まで、南６条西 丁目から西 丁目まで、南６
条東１丁目から東３丁目まで、南７条西１丁目から西 丁目まで、南７条西 丁目か
ら西 丁目まで、南７条東１丁目、南７条東２丁目、南８条西１丁目から西 丁目ま
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で、南８条西 丁目から西 丁目まで、南９条西１丁目から西 丁目まで、南９条西
丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目から西３丁目まで、南 条西６丁目から西
丁目まで、南 条西 丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目、南 条西６丁目か

ら西 丁目まで、南 条西 丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目、南 条西６丁
目から西 丁目まで、南 条西 丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目、南 条西
５丁目から西 丁目まで、南 条西 丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目、南
条西５丁目から西 丁目まで、南 条西１丁目、南 条西４丁目から西 丁目まで、
南 条西１丁目、南 条西４丁目から西 丁目まで、南 条西４丁目から西 丁目ま
で、南 条西５丁目から西 丁目まで、南 条西５丁目から西 丁目まで、南 条西
５丁目から西 丁目まで、南 条西５丁目から西 丁目まで、南 条西６丁目から西
丁目まで、南 条西７丁目から西 丁目まで、南 条西７丁目から西 丁目まで、

南 条西７丁目から西 丁目まで、南 条西７丁目から西 丁目まで、南 条西７丁
目から西 丁目まで、南 条西７丁目から西 丁目まで、南 条西８丁目から西 丁
目まで、南 条西９丁目から西 丁目まで、中島公園、宮ケ丘１丁目から３丁目まで、
宮ケ丘、円山、円山西町１丁目から 丁目まで、円山西町、双子山１丁目から４丁目
まで、界川１丁目から４丁目まで、旭ケ丘１丁目から６丁目まで、伏見１丁目から５
丁目まで、宮の森１条１丁目から 丁目まで、２条１丁目から 丁目まで、３条１丁
目から 丁目まで、４条１丁目から 丁目まで、宮の森盤溪 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、

番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地
から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで
イ 北区、東区、白石区、厚別区、豊平区、手稲区の全域
ウ 清田区清田１条１丁目から４丁目まで、２条１丁目から３丁目まで、３条１丁目か
ら３丁目まで、４条１丁目から４丁目まで、５条１丁目から４丁目まで、６条１丁目
から４丁目まで、７条１丁目から４丁目まで、８条１丁目から３丁目まで、９条１丁
目、９条 丁目、 条３丁目、 条４丁目、清田、真栄１条１丁目、１条２丁目、２
条１丁目、２条２丁目、３条２丁目、４条１丁目から５丁目まで、５条１丁目から５
丁目まで、６条１丁目、真栄、北野１条１丁目、１条２丁目、２条１丁目から３丁目
まで、３条１丁目から５丁目まで、４条１丁目から５丁目まで、５条１丁目から５丁
目まで、６条１丁目から５丁目まで、７条１丁目から５丁目まで、平岡１条１丁目か
ら６丁目まで、２条１丁目から６丁目まで、３条１丁目から６丁目まで、４条１丁目
から３丁目まで、４条 丁目、７丁目、５条１丁目から４丁目まで、５条６丁目、６
条１丁目から４丁目まで、７条１丁目から４丁目まで、８条１丁目から４丁目まで、

９条１丁目から４丁目まで、 条１丁目から３丁目まで、平岡公園、平岡公園東１丁
目から東 丁目まで、里 １条１丁目から４丁目まで、里 ２条１丁目から７丁目ま
で、里 ３条１丁目から７丁目まで、里 ４条１丁目、里 ４条３丁目、里 ケ丘
１丁目から 丁目まで、里 、美しが丘１条１丁目から 丁目まで、２条１丁目から
丁目まで、３条１丁目から 丁目まで、４条 丁目から 丁目まで、５条５丁目か

ら６丁目まで、５条９丁目、有明１番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地ま
で、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地
から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地、
番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、

番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地から
番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番

地、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで
エ 南区南 条西８丁目、南 条西８丁目から西 丁目まで、南 条西８丁目から西
丁目まで、南 条西８丁目から西 丁目まで、南 条西８丁目から西 丁目まで、南
条西９丁目から西 丁目まで、南 条西 丁目、南 条西 丁目、南 条西 丁目、

南 条西 丁目、南 条西 丁目、南 条西 丁目、南 条西 丁目南 条西 丁目、
藻岩下１丁目から５丁目まで、藻岩下、藻岩山、川沿１条１丁目から６丁目まで、２
条１丁目から６丁目まで、３条１丁目から５丁目まで、４条１丁目から５丁目まで、
５条１丁目から４丁目まで、６条２丁目から４丁目まで、７条２丁目から４丁目まで、
８条１丁目から４丁目まで、９条１丁目から４丁目まで、 条１丁目から３丁目まで、
条１丁目から３丁目まで、 条１丁目から５丁目まで、 条１丁目から３丁目まで、
条１丁目から２丁目まで、 条１丁目から２丁目まで、 条１丁目から２丁目まで、
条１丁目から２丁目まで、 条１丁目から２丁目まで、川沿町
北ノ沢１丁目から９丁目まで、北ノ沢、中ノ沢１丁目から７丁目まで、中ノ沢、南
沢１条１丁目から３丁目まで、南沢２条１丁目から４丁目まで、南沢３条１丁目から
４丁目まで、南沢４条１丁目から４丁目まで、南沢５条１丁目から４丁目まで、南沢
６条２丁目から４丁目まで、南沢、砥石山、白川 番地から 番地まで、硬石山、
滝野１番地から９番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地
から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番
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地まで、 番地、 番地、 番地から 番地、 番地から 番地、 番地、
番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地か

ら 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地か
ら 番地まで、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで
澄川１条１丁目から４丁目まで、２条１丁目から５丁目まで、３条１丁目から６丁
目まで、４条１丁目から 丁目まで、５条３丁目から 丁目まで、６条３丁目から
丁目まで、澄川
真駒内柏丘１丁目から 丁目まで、真駒内 町１丁目から４丁目まで、真駒内上町

１丁目から５丁目まで、真駒内 町１丁目から４丁目まで、真駒内幸町１丁目から３
丁目まで、真駒内泉町１丁目から４丁目まで、真駒内南町１丁目から７丁目まで、真
駒内本町１丁目から７丁目まで、真駒内東町１丁目から３丁目まで、真駒内、真駒内
公園
石山１条１丁目から９丁目まで、２条２丁目から９丁目まで、３条５丁目から８丁
目まで、４条６丁目、東１丁目から７丁目まで、石山
常盤１条１丁目から２丁目まで、２条１丁目から３丁目まで、３条１丁目から２丁
目まで、４条１丁目から２丁目まで、５条１丁目から２丁目まで、６条１丁目から２
丁目まで、１番地から２番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地、 番
地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地か
ら 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地から 番地

まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地

まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
芸術の森１丁目から３丁目まで、藤野１条 丁目から 丁目まで、２条１丁目から
丁目まで、３条１丁目から 丁目まで、４条１丁目から 丁目まで、５条１丁目から
丁目まで、６条１丁目から４丁目まで、６条６丁目、６条９丁目、藤野、砥山１番
地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番

地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地、 番地から 番地まで
舞１条１丁目、１条２丁目、１条４丁目、１条５丁目、２条１丁目から５丁目ま

で、３条１丁目から３丁目まで、３条５丁目、３条６丁目、４条１丁目から３丁目ま
で、４条６丁目、５条１丁目、５条２丁目、６条１丁目、６条２丁目、 舞 番地か
ら 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地から
番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地ま

で、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、

番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、
番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地か

ら 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番

地、 番地から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地
まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで
豊滝 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番

地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番

地、 番地、 番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地
まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、

番地、 番地から 番地まで、小金湯１番地から 番地まで、 番地から 番地ま
で、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、 番
地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地か
ら 番地まで
定山渓温泉東１丁目から東４丁目まで、定山渓温泉西１丁目から西４丁目まで、定
山渓１番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地か
ら 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地
まで、 番地から 番地まで、 番地の一部、 番地から 番地まで、 番地
から 番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
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番地、 番地、 番地、 番地から 番地、 番地、 番地から
番地まで、 番地、 番地の一部、 番地、 番地、 番地から 番地
まで、 番地、 番地
オ 西区山の手１条１丁目から 丁目まで、２条１丁目から 丁目まで、３条１丁目か
ら 丁目まで、４条１丁目から 丁目まで、５条１丁目から 丁目まで、６条１丁目
から９丁目まで、７条５丁目から８丁目まで、二十四軒１条１丁目から７丁目まで、
２条１丁目から７丁目まで、３条１丁目から７丁目まで、４条１丁目から７丁目まで、
琴似１条１丁目から７丁目まで、２条１丁目から７丁目まで、３条１丁目から７丁目
まで、４条１丁目から７丁目まで、八軒１条東１丁目から５丁目まで、２条東１丁目
から５丁目まで、３条東１丁目から５丁目まで、４条東１丁目から５丁目まで、５条
東１丁目から５丁目まで、６条東１丁目から５丁目まで、７条東１丁目から５丁目ま
で、８条東１丁目から５丁目まで、９条東１丁目から５丁目まで、 条東１丁目から
５丁目まで、１条西１丁目から４丁目まで、２条西１丁目から４丁目まで、３条西１
丁目から５丁目まで、４条西１丁目から６丁目まで、５条西１丁目から６丁目まで、
５条西８丁目から 丁目まで、６条西１丁目から 丁目まで、７条西１丁目から 丁
目まで、８条西１丁目から 丁目まで、９条西１丁目から７丁目まで、９条西９丁目
から 丁目まで、 条西１丁目から６丁目まで、 条西９丁目から 丁目まで
発寒１条２丁目から４丁目まで、２条１丁目から５丁目まで、３条１丁目から６丁
目まで、４条１丁目から７丁目まで、５条 丁目から８丁目まで、６条 丁目から５丁
目まで、６条７丁目から 丁目まで、７条４丁目から５丁目まで、７条７丁目から
丁目まで、８条５丁目、８条７丁目、８条９丁目から 丁目まで、９条９丁目から
丁目まで、 条１丁目から６丁目まで、 条 丁目から 丁目まで、 条１丁目から
６丁目まで、 条 丁目、 条 丁目、 条 丁目、 条１丁目から５丁目まで、
条 丁目から 丁目まで、 条２丁目から５丁目まで、 条 丁目から 丁目まで、
条１丁目から５丁目まで、 条 丁目から 丁目まで、 条１丁目から４丁目まで、
条 丁目から 丁目まで、 条１丁目から４丁目まで、 条 丁目から 丁目まで、
条３丁目、 条４丁目、 条 丁目、 条 丁目、小別沢
宮の沢１条１丁目から５丁目まで、２条１丁目から５丁目まで、３条２丁目から５
丁目まで、４条３丁目から５丁目まで、宮の沢、西町南１丁目から 丁目まで、西町
北１丁目から 丁目まで
西野１条１丁目から９丁目まで、２条１丁目から 丁目まで、３条１丁目から 丁

目まで、４条１丁目から 丁目まで、５条１丁目から 丁目まで、６条１丁目から
丁目まで、７条１丁目から 丁目まで、８条１丁目から 丁目まで、９条３丁目から
９丁目まで、 条６丁目から９丁目まで、 条７丁目から９丁目まで、 条８丁目、
条８丁目、 ４条８丁目、西野、福井１丁目から 丁目まで、福井、平和１条２丁

目から 丁目まで、平和２条１丁目から 丁目まで、平和３条４丁目から 丁目まで、
平和 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、
番地から 番地まで、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地か

ら 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から
番地まで、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番

地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地、
番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地まで、 番地から

番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地まで、 番地から 番地
まで、 番地、 番地、 番地、 番地から 番地まで、 番地から 番地
まで
江別市の全域
北広島市の全域
石狩市
親船町、親船東１条１丁目から２丁目まで、親船東２条１丁目から２丁目まで、親船
東３条１丁目から２丁目まで、生振、北生振、志美、新港中央１丁目から４丁目まで、
新港西１丁目から３丁目まで、新港東１丁目から４丁目まで、新港南１丁目から３丁目
まで、新町、 川、 川３条１丁目から３丁目まで、 川４条１丁目から３丁目まで、
川５条１丁目から３丁目まで、 川６条１丁目から３丁目まで、 川７条１丁目から

３丁目まで、 川８条３丁目、 川９条１丁目から３丁目まで、仲町、八幡１丁目から
４丁目まで、八幡５丁目 番地の一部、 番地、 番地、 番地、 番地、 番
地の一部、 番地の一部、 番地、 番地、 番地、八幡町１番地から７番地まで、
９番地、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地、八幡町シ
ップ１番地、８番地、 番地、 番地、 番地、 番地、 番地、八幡町高岡 番
地、 番地、八幡町来札、八幡町若生、花川、花川北１条１丁目から６丁目まで、花
川北２条１丁目から６丁目まで、花川北３条１丁目から６丁目まで、花川北４条１丁目
から５丁目まで、花川北５条１丁目から３丁目まで、花川北６条１丁目から５丁目まで、
花川北７条１丁目から３丁目まで、花川東、花川東１条１丁目から４丁目まで、花川東
２条１丁目から３丁目まで、花川南１条１丁目から６丁目まで、花川南２条１丁目から
６丁目まで、花川南３条１丁目から５丁目まで、花川南４条１丁目から６丁目まで、花
川南５条１丁目から６丁目まで、花川南６条１丁目から５丁目まで、花川南７条１丁目
から５丁目まで、花川南８条１丁目から５丁目まで、花川南９条１丁目から５丁目まで、
花川南 条１丁目から４丁目まで、浜町、花畔、花畔１条１丁目から２丁目まで、花畔
２条１丁目、花畔３条１丁目、花畔４条１丁目、美登位、船場町、弁天町、本町、横町、
苑台東１条１丁目から２丁目まで、 苑台東２条１丁目から２丁目まで、 苑台東３

条１丁目から３丁目まで、 苑台中央１丁目から３丁目まで、 苑台西１条２丁目から
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３丁目まで、 苑台西２条３丁目、若生、若生町及びその地先公有水面
小 市
銭函４丁目、５丁目及びその地先公有水面

（北海道建設部まちづくり局都市計画課に備え置く都市計画区域図のとおり）

北海道告示第 号

都市計画法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、都市計画を次のとおり
変更した。
その都市計画の図書は、北海道建設部まちづくり局都市計画課に備え置いて一般の縦覧に

供する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 札幌圏都市計画区域区分に係る事項

都市計画の種類 区域区分
都市計画を定めた土地の区域
ア 市街化区域に編入した土地の区域
なし

イ 市街化調整区域に編入した土地の区域
札幌市南区定山渓 番地の一部、 番地、 番地、 番地

（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）
２ 函館圏都市計画区域区分に係る事項

都市計画の種類 区域区分
都市計画を定めた土地の区域
ア 市街化区域に編入した土地の区域
函館市石川町及び戸倉町の各一部

イ 市街化調整区域に編入した土地の区域
なし
（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）

３ 札幌圏都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に係る事項
都市計画の種類 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）

４ 函館圏都市計画下水道に係る事項
都市計画の種類 下水道
都市計画の名称 函館湾流域下水道
変更した部分

ア 排水区域
函館圏都市計画函館公共下水道（函館湾処理区）
函館圏都市計画北斗公共下水道
函館圏都市計画七飯公共下水道

イ 下水管渠
名 称 位 置
函館湾２号幹線 起点 北斗市七重浜８丁目

終点 北斗市東浜２丁目
ウ その他の施設
名 称 位 置
北斗ポンプ場 北斗市東浜２丁目
（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第２項の規定により、次の道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び次の縦覧場所に備え置いて、告示の日か
ら２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
路 線 名 及 び 縦 覧 場 所 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の期日
道道 長 沼 南 幌 線 空知郡南幌町美園４丁目 番４地先から 平成
北 海 道 札 幌 土 木 現 業 所 空知郡南幌町 町２丁目 番８地先まで

空知郡南幌町美園４丁目 番５地先から 同
空知郡南幌町美園４丁目 番４地先まで

道道 中 幌 向 栗 沢 線 岩見沢市栗沢町必成 番１地先から 同
北 海 道 札 幌 土 木 現 業 所 岩見沢市栗沢町北本町 番１地先まで
道道 美 唄 富 良 野 線 美唄市字美唄 番１地先から 同
北 海 道 札 幌 土 木 現 業 所 美唄市字美唄 番１地先まで
道道 美 唄 月 形 線 美唄市 番９地先から 同
北 海 道 札 幌 土 木 現 業 所 美唄市字上美唄原野 番５地先まで
道道 東 雁 来 江 別 線 江別市大麻 番１地先から 同
北 海 道 札 幌 土 木 現 業 所 江別市大麻 番１地先まで
道道 寿 都 停 車 場 線 寿都郡寿都町字新栄 番１地先から 同
北 海 道 小 土 木 現 業 所 寿都郡寿都町字大磯町 番地先まで
道道 松 前 港 線 松前郡松前町字唐津 番地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 松前郡松前町字松城 番２地先まで
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道道 松 前 港 線 松前郡松前町字松城 番２地先から 平成
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 松前郡松前町字福山 番地先まで
道道 小谷石渡島知内停車場線 上磯郡知内町字小谷石 番１地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 上磯郡知内町字小谷石９番 地先まで
道道 岩部渡島福島停車場線 松前郡福島町字月崎 番地先（海浜地）から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 松前郡福島町字月崎 番１地先（海浜地）まで
道道 湯の里渡島知内停車場線 上磯郡知内町字重内 番 地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 上磯郡知内町字重内 番 地先まで
道道 大 沼 公 園 鹿 部 線 亀田郡七飯町字大沼町 番４地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 亀田郡七飯町字大沼町 番３地先まで
道道 北 檜 山 大 成 線 久遠郡せたな町大成区富磯 番１地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 久遠郡せたな町大成区富磯 番地先まで
道道 西大里瀬棚停車場線 久遠郡せたな町瀬棚区西大里 番１地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 久遠郡せたな町瀬棚区西大里 番１地先まで
道道 奥 尻 島 線 奥尻郡奥尻町字赤石 番２地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 奥尻郡奥尻町字赤石 番１地先まで
道道 奥 尻 島 線 奥尻郡奥尻町字奥尻 番１地先（海浜地）から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 奥尻郡奥尻町字奥尻 番地先まで
道道 奥 尻 島 線 奥尻郡奥尻町字湯浜 番１地先（海浜地）から奥尻郡奥尻町字湯浜 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 国有林檜山森林管理署 林班ろ小班地先（海浜地）まで
道道 奥 尻 島 線 奥尻郡奥尻町字稲穂国有林檜山森林管理署 林班ろ小班地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 奥尻郡奥尻町字稲穂国有林檜山森林管理署 林班ろ小班地先まで
道道 大 野 大 中 山 線 亀田郡七飯町字中島 番地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 亀田郡七飯町字中島 番地先まで
道道 大 野 大 中 山 線 亀田郡七飯町字中島 番５地先から 同
北 海 道 函 館 土 木 現 業 所 亀田郡七飯町字中島 番１地先まで
道道 築別炭鉱築別停車場線 苫前郡羽幌町字 番地先から苫前郡羽幌町字 国有林留萌北部 同
北 海 道 留 萌 土 木 現 業 所 森林管理署 林班ロ小班地先まで
道道 築別炭鉱築別停車場線 苫前郡羽幌町字築別 番１地先から 同
北 海 道 留 萌 土 木 現 業 所 苫前郡羽幌町字築別 番１地先まで
道道 厚 岸 標 茶 線 厚岸郡厚岸町片無去 番地先から 同
北 海 道 釧 路 土 木 現 業 所 厚岸郡厚岸町片無去 番地先まで
道道 霧 多 布 岬 線 厚岸郡浜中町湯沸 番地先から 同
北 海 道 釧 路 土 木 現 業 所 厚岸郡浜中町霧多布東３条２丁目 番地先まで
道道 厚 岸 昆 布 森 線 厚岸郡厚岸町太田２の通り 番１地先から 同
北 海 道 釧 路 土 木 現 業 所 厚岸郡厚岸町太田２の通り 番１地先まで
道道 阿 寒 標 茶 線 阿寒郡鶴居村字幌呂原野基線西 番地先から 同
北 海 道 釧 路 土 木 現 業 所 阿寒郡鶴居村字幌呂原野基線東 番地先まで

道道 徹 別 原 野 釧 路 線 釧路市阿寒町ニニシベツ国有林根釧東部森林管理署 林班よ小班 同
北 海 道 釧 路 土 木 現 業 所 地先から釧路市阿寒町ニニシベツ国有林根釧東部森林管理署 林

班ろ２小班地先まで

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び次の縦覧場所に備え置いて、告示の日か
ら２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 道路の種類 道道
２ 道路の路線名、縦覧場所及び区域

路線名及び縦覧場所 区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
東山富良野停車場線 富良野市字下フラノ 番 地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 富良野市字下フラノ 番 地先まで まで

前 から ──まで

後 から ──まで

後 から ──まで
美 沢 上 富 良 野 線 空知郡上富良野町 番 地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 空知郡上富良野町 番 地先まで まで

後 から ──まで
麓郷山部停車場線 富良野市東京大学演習林 林班 小班地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 富良野市東京大学演習林 林班 小班地先まで まで

前 から ──まで

後 から ──まで
南陽山部停車場線 富良野市字山部 番 地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 富良野市字山部 番１地先まで まで

後 から ──まで
雨 竜 旭 川 線 士別市温根別町 番２地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 士別市温根別町 番２地先まで まで
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毎 週 火 ・ 金 曜 日 発 行 （購読料金（送料とも）は月額 円） 発 行 北 海 道
編 集 総務部人事局法制文書課
印 刷 富 士 プ リ ン ト 株 式 会 社

局情報政策課の指示により作成した申請書類を提出することにより行うことができる。
第６に規定する資格審査の再申請についても同様とする。
ホームページ 北海道電子自治体共同システム
アドレス

第６の１の の事項中「中小企業等協同組合（企業組合を除く。）」を「中小企業組合等
（企業組合及び協業組合を除く。）」に改める。

前 から ──まで

後 から ──まで
東山富良野停車場線 富良野市 番地先から 前 から ──北海道旭川土木現業所 富良野市 番地先まで まで

後 から ──まで
築別炭鉱築別停車場線 苫前郡羽幌町字 番１地先から 前 から ──北海道留萌土木現業所 苫前郡羽幌町字 番１地先まで まで

前 から ──まで

後 から ──まで

北海道告示第 号

平成 年北海道告示第 号（平成 年度及び平成 年度において競争入札に参加する者に
必要な資格等）の一部を次のように改正する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
第１の事項中「（法律の規定に基づき設立された営利を目的としない法人又は組合若しく

はその連合会を除く。）」を削る。
第２の３の事項を次のように改める。
３ 資格の種類ごとの要件の特例
中小企業等協同組合法（昭和 年法律第 号）、中小企業団体の組織に関する法律

（昭和 年法律第 号）又は商店街振興組合法（昭和 年法律第 号）の規定に基づ
き設立された組合又はその連合会（以下「中小企業組合等」という。）については、当
該組合又はその連合会が次のいずれかに該当するときは、２に規定する資格の種類ごと
の要件のうち営業年数に係る資格要件は、適用しない。

経済産業局長が行う官公需適格組合の証明を有するとき。
企業組合及び協業組合にあっては、設立の際に資格を有する者であるものが構成員
の過半数を占めているとき。

第３の１の の事項中「中小企業等協同組合又は協業組合」を「中小企業組合等」に改め、
第３の２の表の末尾欄外の注の事項に次の１事項を加える。
４ 情報システムの開発の資格審査の申請については、インターネットにより次のホーム
ページにアクセスし、必要事項を入力の上送信するとともに、企画振興部科学 振興


